
提

出

者

照

屋

寛

徳

平
成
十
六
年
十
一
月
三
十
日
提
出

質

問

第

六

一

号

国
際
自
然
保
護
連
合
（
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
）
総
会
に
お
け
る
勧
告
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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国
際
自
然
保
護
連
合
（
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
）
総
会
に
お
け
る
勧
告
に
関
す
る
質
問
主
意
書

タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
で
開
催
さ
れ
た
国
際
自
然
保
護
連
合
（
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
）
の
総
会
、
第
三
回
世
界
自
然
保
護
会
議
に
お
い
て
は

二
〇
〇
四
年
十
一
月
二
十
五
日
、
「
日
本
の
ジ
ュ
ゴ
ン
、
ノ
グ
チ
ゲ
ラ
、
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
の
保
全
」
勧
告
が
、
賛
成
多
数
で

採
択
さ
れ
た
。

わ
が
国
は
国
家
会
員
と
し
て
、
環
境
省
は
政
府
機
関
会
員
と
し
て
国
際
自
然
保
護
連
合
に
加
盟
し
て
い
る
が
、
前
記
勧
告
案

は
、
国
際
自
然
保
護
連
合
の
加
盟
団
体
で
あ
る
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
等
日
本
の
環
境
団
体
が
提
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

国
際
自
然
保
護
連
合
（
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
）
は
、
日
本
を
含
む
七
十
九
ヵ
国
、
政
府
機
関
百
十
三
団
体
、
七
百
を
超
す
非
政
府
組
織

が
加
盟
す
る
世
界
最
大
の
自
然
保
護
団
体
で
あ
る
。

従
っ
て
、
国
際
自
然
保
護
連
合
の
勧
告
は
法
的
拘
束
力
は
な
い
も
の
の
、
国
際
条
約
と
同
等
の
重
み
を
持
っ
て
い
る
。
沖
縄

と
国
際
自
然
保
護
連
合
勧
告
と
の
関
わ
り
で
は
、
過
去
に
新
石
垣
空
港
建
設
問
題
で
白
保
さ
ん
ご
礁
の
保
全
勧
告
決
議
が
な
さ

れ
、
建
設
場
所
の
変
更
に
つ
な
が
る
世
論
喚
起
に
な
っ
た
経
緯
が
あ
る
。

ま
た
、
国
際
自
然
保
護
連
合
は
二
〇
〇
〇
年
ヨ
ル
ダ
ン
の
ア
ン
マ
ン
に
お
け
る
総
会
で
、
沖
縄
本
島
海
岸
沿
岸
域
に
生
息
す

る
ジ
ュ
ゴ
ン
と
や
ん
ば
る
の
森
に
住
む
ノ
グ
チ
ゲ
ラ
・
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
の
調
査
及
び
そ
の
保
全
計
画
の
作
成
を
求
め
る
勧
告

一



を
お
こ
な
っ
た
事
が
あ
る
。

今
回
の
国
際
自
然
保
護
連
合
総
会
に
お
け
る
勧
告
は
、
ジ
ュ
ゴ
ン
の
保
護
が
国
際
社
会
の
責
務
で
あ
り
、
沖
縄
の
環
境
問
題

が
国
際
社
会
の
関
心
事
に
な
っ
た
事
を
物
語
っ
て
い
る
。

政
府
は
、
今
回
の
勧
告
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
現
在
進
め
て
い
る
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
直
ち
に
中
止
し
、
ジ
ュ
ゴ
ン
保
護
の

具
体
的
な
方
策
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。

以
下
、
質
問
す
る
。

一

政
府
は
、
第
三
回
世
界
自
然
保
護
会
議
に
お
け
る
「
日
本
の
ジ
ュ
ゴ
ン
、
ノ
グ
チ
ゲ
ラ
、
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
の
保
全
」
勧

告
案
採
択
に
、
賛
否
い
ず
れ
の
対
応
を
し
た
の
か
、
そ
の
対
応
理
由
を
明
確
に
し
た
う
え
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

採
択
さ
れ
た
「
日
本
の
ジ
ュ
ゴ
ン
、
ノ
グ
チ
ゲ
ラ
、
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
の
保
全
」
勧
告
に
つ
い
て
は
、
勧
告
案
提
出
者
の

環
境
保
護
団
体
と
環
境
省
、
外
務
省
並
び
に
コ
ン
タ
ク
ト
・
グ
ル
ー
プ
と
の
間
で
調
整
交
渉
が
な
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る

が
、
文
案
調
整
の
結
果
合
意
で
き
た
事
項
、
ま
た
合
意
に
至
ら
な
か
っ
た
事
項
に
つ
い
て
そ
の
理
由
、
勧
告
で
日
米
両
政
府

に
対
し
求
め
ら
れ
た
具
体
的
な
要
請
事
項
を
明
確
に
把
握
し
た
上
で
、
同
勧
告
に
対
す
る
日
本
政
府
の
見
解
と
勧
告
を
受
け

て
い
か
な
る
対
策
を
講
ず
る
の
か
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二



三

政
府
は
、
今
回
の
勧
告
を
尊
重
し
、
現
在
辺
野
古
で
進
め
ら
れ
て
い
る
普
天
間
飛
行
場
代
替
施
設
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を

直
ち
に
中
止
し
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
と
ゼ
ロ
・
オ
プ
シ
ョ
ン
（
事
業
の
中
止
の
選
択
）
の
検
討
を
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
含

め
る
べ
き
と
考
え
る
が
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

四

政
府
は
、
ジ
ュ
ゴ
ン
、
ノ
グ
チ
ゲ
ラ
、
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
の
保
護
区
設
定
と
保
護
計
画
に
つ
い
て
具
体
的
な
対
策
を
早
急

に
講
ず
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


